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ＣＣＵＳ活用工事 実施手順書 

 

〇実施方法（要領第５～８条） 

手順１ 発注時【監督員】 

◆ 発注者は、CCUS活用工事の発注に当たり、特記仕様書にCCUSの活用に関する事項を記載

する。 

 
 

手順２ 契約締結後【受注者】 

◆ 契約の締結後、受注者からCCUS活用の希望の有無
．．

を工事打合簿（資料１）にて報告する。 

 

手順３ 現場着手日まで【監督員・受注者】 

◆ 現場着手日までに、受発注者間の協議により計測日を２日以上設定する。設定した日は、

受注者に工事打合簿（資料１）に記載させる。（技能者が多く入場する日が望ましい） 

【参考】計測日の決め方 

・初回は、現場着手日から概ね工期中間時を目途に設定する。 

・以降、概ね３ヶ月に１回の頻度で設定する。 

・初回の計測から３ヶ月未満で工事が完成する場合は、現場完了前に１回設定する。 

 この場合の最終計測日は、現場完了日の概ね1週間前から当日までの間が目安。 

 

※降雨等により当初予定していた計測日に急遽現場閉所する場合は、原則として次の現

場作業日を計測日とする。現場条件の変更等により当初予定していた計測日に現場作

業を行わないなど計測日とすることが不適当な場合は、事前に受発注者の協議の上、

計測日を変更できるものとする。 

【着手～完了：６か月以上の場合】 　　概ね３か月に１回を計測日に設定

契約 検査

第２回計測日

【着手～完了：６か月未満の場合】 ３か月未満の場合

契約 検査

現場完了日前に

計測日を設定

初回計測日

現場完了日

概ね中間点

初回計測日

現場完了日

第３回計測日

現場着手日

現場着手日 概ね中間点
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手順４ 計測日【受注者】 

◆ 計測日の計測結果を「建設キャリアアップシステム(CCUS)活用工事施工体制登録技能者

率確認表」（以下「確認表」という。）（資料２）に記載する。 

 

手順５ 工事完成時【受注者】 

◆ 監督員に以下の書類を提出する。 

①確認表（資料２）… 全計測日の実施状況及び最終結果が記載されたもの 
※技管外向けHPから様式ダウンロード 

②月別カレンダー（資料３）… 全工事期間分 
※CCUSから出力 

③計測日の危険予知（KY）活動表の写し等（資料４） 
※受注者が作成 

 （要領第７条第２項の基準による場合のみ①～③に加えて） 

  ④建設キャリアアップシステム活用工事対象期間日数及び実績表（以下「実績表」） 

（資料５）… 最終結果が記載されたもの 
※技管外向けHPから様式ダウンロード 

 

手順６ 工事完成後【監督員】 

◆ （１）要領第７条第１項の基準を達成しているか確認する。 

評価項目 基 準 

①平均施工体制登録技能者率 60％以上であること。 

②就業履歴情報登録環境の維持 当該現場へカードリーダー等を設置し、就業

履歴情報の蓄積環境を全工事期間（現場着手

日から現場完了日まで）維持したこと。 

基準①：確認表（資料２）により、平均施工体制登録技能者率が基準（60％）を達成

しているか確認。 

…自動計算された数値から達成状況を判定。 

基準②：月別カレンダー（資料３）により現場完了日までの期間、計測日以外も継続

して蓄積を行っているか確認。 

…工期中、継続して現場入場履歴があるかどうかで判定。必ずしも連続した 

履歴でなくても良い。継続した入場であると認められるかで判断する。 

 

◆ （２）未達成の場合、要領第７条第２項の基準を達成しているか確認する。 

月別カレンダー（資料３）と実績表（資料５）を確認し、現場情報が登録され、

技能者１名以上の就業履歴の蓄積が工期の50％以上あるか確認する。 
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【確認のポイント】 

・月別カレンダー（資料３）：必要な情報（事業者ID、職種登録、計測日及び工事期間 

中のカードタッチ履歴等）が入力されているかチェックする。 

・危険予知（KY）活動表の写し等（資料４）：計測日に現場作業を行った全作業員数を 

確認。 

＜改善が必要な（達成と認められない）例＞（月別カレンダー（資料３）で確認） 

・下請けまで施工体制登録を行っていない 

・施工体制の作業員名簿への技能者の登録（施工体制技能者登録）を行っていない 

・現場員の就業履歴の蓄積（カードリーダー等へのタッチ）が全くない 

・工期や工事内容を鑑み、現場に入っていない期間があまりにも長い 

など 

 

工事成績評定 

◆  （１）の基準を達成している場合、工事成績評定「５．創意工夫」において、１点加点

（加点は得点割合0.4を乗じた点数となる） ※成績評定シートにて「〇」を選択 
 

◆  （２）の基準を達成している場合、工事成績評定「５．創意工夫」において、0.5点加

点（加点は得点割合0.4を乗じた点数となる） ※成績評定シートにて「△」を選択 

 

履行証明書 

◆ 要領第７条第１項の基準を達成した場合、「CCUS活用工事履行証明書」（資料６）を発行

する。 
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実施手順フロー図 

 

 

発注時

契約締結後

現場着手日

まで

　①確認表

　②就業履歴一覧 　

　　（月別カレンダー）

　③計測日の危険予知（KY）

　　活動表の写し等

　　　　　

　　　　　　

　　　　　

達成状況に応じて、工事成績評定で加点 　　　　　　

要領第７条第１項の基準達成時には、

履行証明書を発行

※要領第７条第２項の評価基準による場合は、

　①～③に加え、④「実績表」（資料５）により達成率を確認する

（履行証明書は発行しない）

工事完成後

計　測　日　の　設　定

（受　発　注　者　協　議）

計測日
確認表に当該計測日の

実績を記入する

工事完成時

書類を提出※

提出された書類を確認※

監督員 受注者

特記仕様書にCCUS活用工事

であることを記載

工事打合簿にてCCUS活用の

希望の有無を報告

（現場・契約情報登録）

（施工体制登録）

（施工体制技能者登録）
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資料１ 

手順２ [受注者]活用の有無を記載 

手順３ [監督員][受注者] 

設定した計測日を記載 

・計測日は、○〇年〇月〇〇日、○〇年△月△△日とします。 
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①確認表（技管外向けHPからダウンロード）※達成率の確認 

 

別表１

工 事 番 号 ： 1234567

工 事 名 ： 県道〇〇線〇〇工事

１回目 2026年4月1日 結果

○

２回目 2026年7月1日

３回目 2026年10月1日

４回目 2027年1月7日

※計測日が足りない場合は適宜追加してください。

40%
計測日当日の

作業員数
10 名

計測日当日の作業員数のうち

カードタッチをした施工体制登録技能者の数
4 名

＝

名

施工体制登録技能者率　確認表

9

90%

10

平均施工体制

登録技能者率

計測日当日の作業員数のうち

カードタッチをした施工体制登録技能者の数
（月別カレンダーにより確認）

名

計測日当日の作業員数のうち

カードタッチをした施工体制登録技能者の数

計測日当日の

作業員数

＝

6

60%

10

名
計測日当日の

作業員数

60%

10

名
計測日当日の作業員数のうち

カードタッチをした施工体制登録技能者の数

建設キャリアアップシステム(CCUS)活用工事

名

名 62.5%

＝

＝

6

計測日当日の

作業員数
（KY活動表等により確認）

※作業員とは、型枠工・鉄筋工などの技能者を指します。

測量や現場理のための補助員・交通誘導員は含まれません。

資料２ 

評価に関すること 監督員確認箇所 

手順４ [受注者]計測日等を記載 

手順６【確認のポイント】 

[監督員]資料３ 月別カレンダーの「就業内容」欄に「職種」が 

表示されている者のうち、計測日のカードタッチ履歴がある人数が入る 

手順６（１）要領第７条第１項基準 

平均施工体制登録技能者率及び 

達成結果が自動計算される 

手順６【確認のポイント】 

[監督員]資料４ KY活動表等に 

記載された計測日の作業員数が入る 
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②月別カレンダー（CCUSから出力） 

※現場の登録、施工体制技能者登録、カードタッチ履歴等を確認 

 
 

③KY活動表 例（受注者が作成している）※計測日の全作業員の人数を確認 

 

資料４ 

手順６【確認のポイント】 

[監督員]計測日に作業した人数を確認 

資料３ 

手順６【確認のポイント】 

「所属事業者」欄に「事業者 ID」「事業者名」が表示されていること 

＝[監督員] 施工体制技能者登録（CCUS で当該現場に 

技能者情報が登録）されているか確認 

手順６（１）要領第７条第１項基準 

[監督員]継続して蓄積しているか確認 

※継続性を確認する（必ずしも連続している必要はない） 

手順６（２）要領第７条第２項基準 

[監督員]工期の 50％以上 

カードタッチをしているか確認 

手順６【確認のポイント】 

「就業内容」欄に「職種」が表示されていること 

＝[監督員]施工体制技能者登録（CCUS で当該現場に 

技能者情報が登録）されているか確認 

手順６（２）要領第７条第２項基準 

[監督員]現場の表示を確認 
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確認箇所まとめ 
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資料５ 

④実績表（技管外向けHPからダウンロード）※要領第７条第２項の基準による場合のみ 

要領第７条第２項基準 

50％以上で達成！ 
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資料６  

履行証明書（技管庁内向け Web からダウンロード） 

※要領第７条第１項の基準による場合のみ 

 

 

                            令和○年○○月○○日 

 

株式会社○○○○ 

代表取締役 ○○ ○○ 殿 

 

岡山県○○県民局建設部長  印 

 

 

ＣＣＵＳ 活 用 工 事 履 行 証 明 書 

 

 

岡山県発注の下記工事について、岡山県建設キャリアアップシステム（CCUS）活用工

事試行要領に基づく CCUS活用工事の履行を証明する。 

 

 

工  事  名：○-○-○ ○○○○工事 

 

契  約  日：令和○年○月○日 

 

工    期：令和○年○月○日 ～ 令和○年○月○日 
（ 最  終 ） 

受  注  者：株式会社○○○○ 

 

CCUS活用実績：①計測日における施工体制登録技能者率の平均値が60％以上 

②当該現場へカードリーダー等を設置し、就業履歴情報の蓄積 

環境を全工事期間（現場着手日から現場完了日まで）維持 

 

 

 


